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最 終 集 刊 行 に あ た っ て 

 

ここに、『教育を考える一言』 終集を刊行します。 

これまで生きてきた人生の中で、「教育」について考えさせてくれてくれたのは、ど

んな言葉でしょうか。誰がどこで、誰に向けて語った言葉でしょうか。誰のどんな一

言がきっかけとなり、教育に関心を持ちはじめ、あるいはまた教師を目指したのでし

ょうか。本誌は、そんな素朴な問いを自らに投げかけて、メンバーそれぞれが教育に

ついて考えさせられた大切な一言を取り上げて考察した論稿集の 3 冊目です。 

執筆者の多くは、筑波大学大学院教育研究科開設科目「学校教育論」（2013 年度）

の受講生を中心とする大学院生です。大学院生と一口に言っても、年齢も教員歴も、

そして関心も様々です。 終集となる今回は執筆者 52 名、 後を飾るにふさわしい重

厚な論稿集となりました。第 1 集は 31、第 2 集が 26、そして 終集が 53 で合計 110

の言葉と論考を掲載することができました。その中で、非常に多く取り上げられたの

が「恩師の言葉」です。様々な教育的出会いによって記憶された数々の教師の言葉…

当の本人は覚えていない何気ない一言でも、誰かの運命を変えてしまうほどの力を発

揮する可能性があります。その教育実践の一端を、この冊子によって伝え、次の実践

につなげることができたなら、それはまさに奇跡的な出会いの連続としか言いようが

ありません。 

細かい作業の連続である編集を快く引き受けてくださった岩沖遼さん、佐藤隆正さ

ん、星野愛美さん、三好さやかさん、矢吹聡子さん、和田真樹さん、山本信さん。ま

た表紙は、網明日佳さんのデザインを 終集まで使用させて頂きました。心より感謝

申し上げます。 

本誌を手にされた皆さんが、ここに集まった言葉に刺激をうけて、教育について考

える時間を持っていただけたら幸いです。ぜひ忌憚のないご意見を頂きまして、メン

バー一同の今後の研究活動に活かしていきたいと存じます。 

本誌を手にとって下さった皆さん、編集担当の 7 人、そして執筆者の皆さん、本当

にありがとう。 

 

     2013 年 6 月 

       代表     荒川 麻里 
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～編集後記～ 

 
 

 ここに、『教育を考える一言』 終集を完成することができました。 

 この「教育を考える一言」には、みなさんが教育に興味を持つきっかけとなった一言、心を動

かされた一言、教育に対する自身の思いを表した一言など様々なみなさんの思いがたくさん詰ま

っています。今回は特に執筆者が多く、編集作業も難航しましたが、その分非常に読みごたえの

ある仕上がりになりました。 

 今回原稿の作成を通し、一人一人が教育に対する意識、教育に携わることを決意した原点を再

確認し、改めて教育に対する意識を高めることができたのではないでしょうか。 

みなさんの原稿を拝見して驚いたのが、本当に様々なところに教育を考えるきっかけがあるの

だということです。日常の小さな出来事の一つも、教育を考えるヒントに繋がっているのだな、

と感慨深くなりました。また、今回教育についてじっくりと考える機会が設けられたことにより、

みなさんの研究意欲もさらに高まったのではないでしょうか。この作品集がみなさんの今後の研

究活動を支える一つの指標となれば幸いです。 

 「学校教育論」担当の荒川先生、TA のスヴィトラナさんには、原稿の書き方や編集などで、大

変お世話になりました。 

 後に、この「教育を考える一言」が手に取った方々にとって、教育について考える上での何

かしらのヒント、助けとなれば嬉しく思います。 

 

 

 

＜2013 年 6 月 編集者一同＞ 

岩沖遼 

佐藤隆正 

星野愛美 

三好さやか 

矢吹聡子 

山本信 

和田真樹 
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